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ワンハードワンソフト、ソフトウェアライセンス ワンハードワンソフト、ソフトウェアライセンス ワンハードワンソフト、ソフトウェアライセンス 

第2章-【第3項】 不正コピー使用防止とソフトウェア管理 不正コピー使用防止とソフトウェア管理 不正コピー使用防止とソフトウェア管理 

第2章-【第4項】 本書におけるソフトウェア管理の内容 本書におけるソフトウェア管理の内容 本書におけるソフトウェア管理の内容 

第2章-【第1項】 管理の実施によるメリット 管理の実施によるメリット 管理の実施によるメリット 
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第2章-【第1項】 管理の実施によるメリット 管理の実施によるメリット 管理の実施によるメリット 

皆さんの中には、もしかしたら「ソフトウェア管理をし

ても、本当にメリットがあるのか？」とお考えの方がお

られるかも知れません。しかし、その様なことは決し

てありません。実施した組織にとっては、様々な効果

的なメリットがあります。企業としての社会的信頼性

やコーポレーションアイデンティティーの向上などの

ほか、実感できる効果として、資産の最適化による費

用の削減があります。 

 

 

それでは、それぞれのメリットの内容をみていきましょう。 

 

 

適切なソフトウェア管理を行うことで、ソフトウェアの

購入費用を結果的に抑えることができます。 

①必要なソフトウェアと 

　不要なソフトウェアを区別できます 

ソフトウェアをリスト化し、使用状況を的確に把握でき

れば、その企業活動にとって、必要なソフトウェアとそ

うでないものとが、自然に判別できるようになります。

そのため、ソフトウェア管理によって、不要なソフトウェ

アのバージョンアップや新規購入を、適切なタイミン

グで抑制し、無駄な出費を行わないようにすることが

できるのです。 

②適切なライセンスによるコストダウン 

ソフトウェアの購入方法には、大きく分けて2つの方法

があります。1つは、一般的に行われているインストー

ルを行うコンピュータの台数分ソフトウェアを購入す

る方法（パッケージ購入方式）です。しかし、この方法

では、何百台とコンピュータを利用している大きな企

業などの経費負担が、深刻なものになってしまいます。 

しかし、ソフトウェア管理により、利用コンピュータの台

数などが明確になっていれば、パッケージは1つだけ

購入し、メーカーとのライセンス契約によってプラス

アルファの費用を支払うことで、複数のコンピュータ

にインストールできる権限を取得する方法（ライセン

ス方式）が利用できるのです。この2つ目の方法を用

いれば、コンピュータ1台あたりのソフトウェア購入経

費が、グッとコストダウンできるのです。 

そのためにも、常日頃からソフトウェア管理を徹底し

て行い、不正利用などを行わないことが、最終的には

企業にとってメリットとなるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③バージョンアップやサポートなどの 

　メーカーサービスが積極的に活用できます 

ほとんどのソフトウェアメーカーは、ライセンスを取得

している正規ユーザーに対して、ソフトウェアサポート

や低額でのバージョンアップサービスを行っています。

これらを積極的に利用できれば、バージョンアップ時

の経費を抑えたり、社内サポートの負担を減らすことで、

人件費などのコストダウンが望めるのです。そのため

にも正規ライセンスを得ることが大切になってきます。 

 

 

現在、すでに多くの企業が社内LANの導入によって、

電子メールやデータベースの共有化をすることで、

業務の効率化を図っていることでしょう。ところが、ソ

フトウェアによっては、企業のシステムとの相性が悪く、

システム全体を不安定にしてしまうことがあります。

その様なとき、ソフトウェア管理を実施し、使用状況を

把握していれば、どのソフトウェアに問題があったか

などの原因解明が容易になるのです。そして、必要と

されるソフトウェアを把握し、社内システムにおける

ソフトウェアを標準化することで、システムの安定を

一層高めることができるのです。 

また、使用しているOSのセキュリティホールを解消

するためのパッチなどの適用、コンピュータウィルス

に対するワクチンソフトのパターンファイルのアップデー

トなどを行うことも、ソフトウェア管理を行うことで容

易になります。 

●ソフトウェア購入費の削減 

〈5ライセンス購入費用比較例〉 

ソフトウェアA 12,800円/1台 10,960円/1台 
28,300円/1台 23,600円/1台 
34,800円/1台 27,800円/1台 

パッケージ購入方式 ライセンス購入方式 

ソフトウェアB
ソフトウェアC

〈期待される効果―T社管理システム実行例〉 

①設備投資の削減 
　ハード･ソフトの最適配置（不必要なハード･ソフトの購入抑制） 
　　システム化による効果:全社設備投資の5%削減 
　　設備投資額の削減効果:60百万円/年 

②管理コストの削減 
　本来行うべきアイテム（データベースの的確なメンテナン
　スおよびハードスペックやインストールソフトの棚卸作業）
　を自動的に行うことによるコスト削減（省力）。 
　　2.5H/年＊4000台＝10000H＝63人月 
　　管理コストの削減効果:50百万円/年 

③定性的効果 
　不正コピーに対する損害賠償および社会的制裁の防止 
　セキュリティ問題発生防止による当社イメージダウンの防止 

●ソフトウェア購入費の削減 
●コンピュータシステムの安定 

●コンピュータシステムの安定 

TIPS ■プライバシーマークの取得、セキュリティポリシーの策定の際に 
ソフトウェア管理を行うことは、プライバシーマークの取得や、セキュリティポリシーの策定を行う際に、必ず必要になります。 
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不正コピー使用防止とソフトウェア管理 不正コピー使用防止とソフトウェア管理 不正コピー使用防止とソフトウェア管理 

もし組織内で不正コピーが行われていても「内部の

ことは外部に発覚しないから大丈夫」と考える人がい

るかもしれません。 

しかし、労働市場の流動化による従業員の離転職の

増加や、インターネットの発達により誰もが情報発信

者になりうる現在、自分のところだけは違法行為が発

覚しないと、確信の持てる企業がどれぐらいあるでしょ

うか?実際、ACCSには常に多くの組織内不正コピー

に関する情報提供がありますが、その提供者のほとん

どが、現在または過去にその組織に属したことのある

人からの内部告発なのです。 

つまり、大切なのは不正を隠すことではなく、不正コピー

使用を行わない・行わせない企業努力なのです。 

では、どうすればいいのでしょう? 

ソフトウェアの不正使用を防止する1つの答えが、今

回ご提案させて頂く、ソフトウェア管理の実施と徹底

なのです。 

その目的は「組織として不正行為は許さない、と言う

ことを明確にすることで、組織内個々人の不正行為に

対するモラルと意識の向上を促し、ソフトウェアコピー

などの不正行為を防止する」ことです。 

いくらソフトウェア管理を実施しても、組織ぐるみでの

不正を黙認する体質が改善されないことには、まったく

効果がありません。 

まず、組織上層部や管理者

自身が、ソフトウェア

管理の必要性と目的

を、重要なこととし

て考えることが大

切なのです。 

うっかり!にご用心 TOPIC ② 
「私は不正使用しない」「違法コピーなんてとんでもない」と考えて

いる方でも、知らず知らずのうちにソフトウェアの不正使用状態になっ

てしまっている場合があるのです。わかり易い例を1つ上げるとすれ

ば、ソフトウェアのバージョンアップ時に起きる問題でしょう。多くの

ソフトウェアの場合、バージョンアップした後でも、互換性の問題など

で暫くの期間旧バージョンも同時に使用しても良いことになってい

ます。しかし、原則として最終的には旧バージョンは削除しなければ

ならないのです。バージョンアップした後にいつまでも同一のコンピュー

タに旧バージョンが入っていれば、ソフトウェアの不正使用状態とな

るのです。悪気が無くてもついうっかり・・・このようなことを防ぐた

めにも、ソフトウェア管理の実施が大切なのです。 

ある社員の悩み TOPIC ③ 

右の文書は、つい最近ACCSに寄せられたある社員の悩みです。 

ACCSには日々このような電子メールや電話、手紙による告発・相談

が寄せられています。これら告発者のほとんどが元社員や現社員に

よる内部告発であることは言うまでもありません。 

不正行為は決して隠し通せるものではないのですね。 
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第2章-【第4項】 本書におけるソフトウェア管理の内容 本書におけるソフトウェア管理の内容 本書におけるソフトウェア管理の内容 

①ソフトウェア管理の目的との関係 
ソフトウェア管理を導入する目的は多岐（詳細は第2章-

【第1項】～【第3項】を参照）にわたりますが、一般的

に考えられる主な目的は次の通りでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書でご提案するソフトウェア管理についても、その

目的に変わることはなく、①～③の目的を達成できる

ものでなくてはなりません。 

しかし、管理のための負担があまりに大きくなっては、

管理を継続的に遂行することが困難になってしまい

ます。（管理を途中でやめれば、当然ソフトウェア管理

の目的を達成することは出来ません） 

そこで本書では、著作権侵害を防止するなどの「ソフ

トウェア管理の効果」と「ソフトウェア管理の負担」と

のバランスに配慮し、【インストール総数】が【ライセ

ンス総数】を上回ることを防止するための、効率的か

つ効果的なソフトウェア管理方法をご提案していきた

いと考えます。 

①従業員による不正コピー防止 
　（法令厳守による信用維持） 
②ソフトウェアの購入費用を削減 
　  ●必要なソフトウェアと 
　 不要なソフトウェアを区別できる 
　  ●適切なライセンスによるコストダウン 
　  ●メーカーサービスの積極的活用 
　 （バージョンアップ･サポートなど） 
③コンピュータシステムの安定 

②本書のソフトウェア管理の策定方針 
ソフトウェアの【インストール総数】が【ライセンス総数】を上回ることを防止するためには、以下のことを盛り込む

ことが最低限必要となります。 

①ソフトウェアの使用状況を把握する方法 
②不正なインストールを未然に 
　防止する方法 

③不正にインストールされた 
　ソフトウェアを事後的に発見･排除する方法 

〈ソフトウェア管理に必要とされる方法〉 

管理単位 

不正なソフト 発見･排除 

未然に防止 使用状況の把握 

不見識な従業員による
不正なインストール 

正規購入などの適正な 
ライセンスのインストール 

× 

本書のソフトウェア管理の考え方（策定方針） 

不正なソフト 
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第2章-【第4項】 本書におけるソフトウェア管理の内容 本書におけるソフトウェア管理の内容 本書におけるソフトウェア管理の内容 

①ソフトウェアの使用状況を把握する方法 
［A］ソフトウェアの使用状況の把握 

　　　→インストール管理台帳の作成、更新 

③不正にインストールされたソフトを事後的に発見･排除する方法 

［A］ソフトウェア監査の実施　　［B］不正発見後の措置 

②不正なインストールを未然に防止する方法 

［A］組織内に存在するCD等による 

　　 不当なインストールを防止 

　　　→ソフトウェア管理者による 

　　　　CD等オリジナルディスクの保管 

［B］ソフトウェアのライセンス保有数の把握 

　　　→ライセンス管理台帳の作成、更新 

　　　→ライセンス証明書、使用許諾書などの保管 

［B］従業員が持ち込んだCD等による 

　　 不正なインストールを防止 

　　　→誓約書、内規などの作成 

オリジナルディスクの保管 

ソフトウェア管理責任者 

保
管･

整
備 ライセンス証明書などの保管 

ソフトウェア管理台帳の整備 

オリジナルディスクの保管 
ソフトウェア管理責任者 

違
法
状
態
の
解
消 

保
管･

整
備 ライセンス証明書などの保管 

ソフトウェア管理台帳の整備 

監査（調査） 

照　合 

オリジナルディスクの保管 

ソフトウェア管理責任者 

保
管･

整
備 ライセンス証明書などの保管 

ソフトウェア管理台帳の整備 台帳への記入 

イン
スト

ール
 

購入 移　転 

ソフトウェア管理の全体像①（ディスクの保管等） 

ソフトウェア管理の全体像③（監査の実施等） 

ソフトウェア管理の全体像②（台帳の更新等） 

本書ソフトウェア管理の全体像 
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